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資料3



取り組み・事業の分類

• 首里杜地区整備基本計画のロードマップに示した各事業は、協議会との関わりや進め方といった
点から、以下の２つに分類される。
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■協議会での連携により推進する事業

 事業の進め方や内容の検討

 調査の実施 等

■協議会での進捗確認により推進する事業

 行政が主体となって進めている過年度からの継続事業など

令和4年度の対象事業 ※【参考資料2】ロードマップ、事業計画・評価シート参照

• 令和4年度をはじめ各年度の
取り組みは、おおむねロー
ドマップに沿って計画して
いくものとする。各事業へ
の取り組み状況は別添の
ロードマップ、事業計画・
評価シートにまとめる。

• 協議会により推進する事業
のうち、とくに今年度の各
事業主体の主な取り組みと
して報告するものを次頁以
降にまとめる。

協議会

活動

協議会での連携により
推進する事業

協議会での進捗確認
により推進する事業

要綱2条(3)
協議会体制の検討

要綱2条(2)
取組の具体化
や追加の検討

例）協議会運営計画策定、
協議会要綱改定など

協議会イメージ

例）ロードマップや
取組一覧の更新

例）公共事業景観アセスなど

協議会での推進方法
を調整中の事業

例）MaaSの促進など

要綱2条(1)

取組の

PDCA実施

例）地域資源調査など

成果例）首里杜地区交通・
観光マネジメント計画策定など
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取り組み・事業の分類（参考：沖縄県関連ロードマップ）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和7年度 令和8年度

No4 無電柱化推進事業　（県道49・50号線） 県（道路管理課）

No5 公共事業における景観アセスメント 県（都市計画・モノレール課）

③共創の景観まちづくりの推進 地域人材の育成 No11 沖縄らしい風景づくりに係る人材育成 県（都市計画・モノレール課）

①幅広い歴史文化資源の再評価と保
存・活用

推進に向けた調査・計画の策定 No15 第32軍司令部壕保存・公開 県(女性力・平和推進課)

No16 中城御殿跡地整備 県（首里城復興課・都市公園課）

No17 円覚寺三門復元工事 県（文化財課）

No18 龍潭周辺整備（松崎馬場、世持橋等） 県（首里城復興課・都市公園課）

No20-1 指定文化財周辺の環境整備（南城郭、継世門等の修復保全） 県（文化財課）

③歴史文化資源の魅力向上や新たな
資源の創出

地域と協働による新たな文化資源の創出 No21-1 地域資源の調査及び修景等 県（首里城復興課）

主要渋滞箇所の対策 No22 渋滞ボトルネック対策 県（道路街路課）

No23 首里杜館駐車場の大型バス予約制による平準化 県（首里城復興課・都市公園課）

No24 駐車場の満空情報の発信・誘導（首里杜館及び周辺駐車場） 県（首里城復興課・都市公園課）

No25 パーク＆ライドの推進（てだこ浦西駅、崎山P&R等） 県（首里城復興課）

No27 循環バス、シャトルバス等の導入促進 県（首里城復興課）

No28 MaaSの促進（シームレスな移動環境の提供） 公共交通事業者

No29 シェアサイクル等の促進（自転車利用促進策）
県（交通政策課）
那覇市（都市計画課）

自動車利用の行動意識の変革 No30 モビリティ・マネジメント
県（交通政策課）
那覇市（都市計画課）

No31
観光客の受入体制等の整備
（DXの推進、観光交通対策、バス乗降場、P&R駐車場等）

県（首里城復興課、観光振興課）

No32 サステナブル、レスポンシブル、ユニバーサルツーリズムの推進 県（首里城復興課、観光振興課）

No33
ビッグデータ等の蓄積、分析、施策立案、効果検証
（TDM施策推進アクションプログラム）

県（交通政策課）

②安全・安心で歩きたくなる市街地
の形成

安全・安心で快適な暮らしを支える道路整
備

No35 龍潭線街路整備事業 県（道路街路課）

方針 中項目 小項目
取り組み
No

（１）古都首里を感じられる空間
の創出

①古都首里を感じられる良好な景観
形成の推進

景観に配慮した良質な公共空間の創出

事業 事業主体

前　　期　（5年）
事業
分類

（２）歴史文化資源等の保全・整
備・活用

②拠点資源及び周辺の保全・復元・整
備

歴史文化資源の保全・復元・整備

（３）暮らしと観光が両立した住
みやすく魅力的なまちづくり

①暮らしと観光の両面からの交通環
境の継続的改善

駐車場マネジメント

公共交通の利用促進

観光地マネジメントの推進

モビリティ・マネジメント、交通マナーの啓発

調査(文化財) 設計

景観アセスメント対象事業の選定・実施

人材育成・シンポジウム等の計画・実施等

調査・設計

設計

工事

有識者委員会

における検討

工事

工事等（順次実施）

調査・設計・工事等（順次実施）

取り組み方針の検討 調査・設計 整備等（順次実施）

イベント時における実証実験

運用中 運用中・サービス規模の向上検討

拡幅整備 （平成１１年～）

運用

運用

交通量調査、渋滞長調査、対策検討、対策実施（順次実施）、効果検証

システムの開発 試行

調査・検討

広報・啓発活動、利用促進策の検討・実施等

試行

TDMデータ分析プラットフォームの活用

首里観光のあり方検討

観光客の受入体制等の整備 DXの推進、観光交通対策、バス乗降場、P&R駐車場等

周遊、案内サインやICTを活用した案内策など

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

　協議会との連携により推進する事業

　協議会での進捗確認により推進する事業

協議会での連携により推進する事業

協議会での進捗確認により推進する事業



3－1．沖縄県の取り組み内容
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「
首
里
杜
地
区
交
通
・
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

（
骨
子
案
）
」
作
成
（
令
和
4
年
度
）

地域資源調査No21-1 【地域・大学連携】

・首里杜地区整備計画図およびそのベースとした那覇市文化遺産
悉皆調査、首里まち研作成のマップをもとに、現存するが未
活用・未整備の資源を拾い出す（案）

サステナブルな首里のまちづくりに向けた検討No32【地
域・大学連携】

・WSを実施し、「周遊」という切り口から、地域資源の活用方
向性やこれからの交通・観光のありかたについて考え、共通
認識を育む

・地域や大学との連携を通して検討を深める

交通関係調査 No23～25、27 ※詳細次頁

・首里杜館駐車場大型バス予約制による平準化

・公共交通利用促進に向けた予備調査

・シャトルバス運行効果及び課題検討

・周辺駐車場満空情報発信・誘導に向けた調査

「
首
里
杜
地
区
交
通
・
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

策
定
（
令
和
5
年
度
）

個別の調査を実施するとともに、それらを踏まえて「首里杜地区交通・観光マネジメント計画」として
交通・観光に関する対応をとりまとめていく。（R4年度骨子、R5年度とりまとめ）
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交通関係調査

■首里杜館駐車場大型バス予約制による
平準化【連携：SCSK,沖縄美ら島財団】

・大型バスを対象に、満空表示と予約システム
を導入するためのシステム開発及び機器設置、
運用条件検討を実施する。

満空表示・予約システム：2023年試行開始

■公共交通利用促進に向けた予備調査
【連携：SCSK,沖縄美ら島財団,地域事業
者】

・パーク＆ライド推進、MaaS促進、シェアサ
イクル促進などの取り組み状況を把握し、課

題整理や今後の取り組み方の検討を行う。

■シャトルバス運行効果及び課題検討
【連携：沖縄美ら島財団】

・首里城復興イベント時に来場者アンケートを
行い、シャトルバスの効果や課題を検証する。
（10/29,30,11/3）

調査項目案：属性/アクセス移動手段/ 目的の
イベント/ シャトルバス満足度・改善点/ 
公共交通利用条件 等

■周辺駐車場満空情報発信・誘導に向け
た調査

・首里城周辺の渋滞発生抑制方策のひとつとし
て、駐車場満空情報発信にむけた基礎調査を
実施する。

・民間駐車場の立地状況や事例整理、満空情報
発信に関する意向把握、課題整理の実施。

骨子案に反映する各調査の内容と連携体制

3－1．沖縄県の取り組み内容



３-２. 那覇市の取り組み内容
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・都市景観形成地域に指定している、首里金城地区及び龍潭通り沿線地区における建設工
事等において、都市景観の形成に著しく寄与すると認められる行為に係る経費の一部
（琉球赤瓦や琉球石灰岩等による修景費用）に対し、助成金を交付する。

・住民による修景整備（赤瓦、石垣、緑化等）への助成制度（龍潭通り沿線地区、首里金城地区）No1関連

龍潭通り沿線地区首里金城地区



３-２. 那覇市の取り組み内容
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・都市計画道路大中細街路に関する都市計画変更について No.36関連

＜大中細街路の経緯＞

●～当初決定

戦後、本格的な自動車社会の到来や急速な市街化が進む
当時の社会情勢のもと、「地域内の交通処理や土地利用の
誘導を図り、住環境や都市防災の向上」を目的として、
1960年(昭和35年)に大中細街路が都市計画決定した。

●当初決定～現在
首里城への観光交通や龍潭線等幹線道路の整備、沖縄都
市モノレールの開通等、周辺の交通環境の変化により地域
の交通環境にも変化が生じたため、当該都市計画道路の位
置付けを見直す必要が生じた。

●計画見直しに関する取組み
当該都市計画道路の位置付けについて、平成28年度より
地域の方々と意見交換会等を行った。

＜主な意見＞
・道路拡幅によって、抜け道とならないような通過交通の
抑制
・車が通行し易くなり、交通量が増加しないような現道内
での整備
・歴史、文化的資源が保存されるような計画への見直し

＜計画見直し方針＞

地域の意見や、首里杜地区整備基本計画の基
本方針を踏まえ、都市計画道路を見直す方針と
した。

➣通過交通を抑制する必要があること

➣廃止路線を代替えする道路があること

➣文化財、文化的施設及びその他重要施設に影
響を及ばさないこと

➣道路構造上の問題を解消すること

➣現道と重複した都市計画道路で、局部的な改
良で対応できること

➣都市計画道路による土地の分断を解消するこ
と

➣歴史的・文化的資源を巡る周遊ルートを充実
させること



３-２. 那覇市の取り組み内容

8※令和４年４月19日に変更の告示を行いました。

■大中細街路 各路線の考え方



３-３. 地域の取り組み内容
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①首里まちづくり研究会作成の「首里まちづくりMAP」
継続的なブラッシュアップ
（2021年３月ver.1→2021年９月ver.2



３-３. 地域の取り組み内容

10

②琉球大学小野研究室と地域との連携

首里城周辺市街地の都市形成変遷 その 1 
琉球王朝時代から大正後期にかけて
陸聖仁・小野尋子
日本建築学会九州支部支部研究会
2020 429 - 432 2021年03月

首里城周辺市街地の都市形成変遷 その2 
戦後の琉球大学建設と移設、首里城復興及び公園開園から焼失にかけ
て
新垣翔也・小野尋子
日本建築学会九州支部支部研究会 2020   433 - 436   2021年03月

16 世紀から 19 世紀にかけた綾門大道と龍潭通りの正面性の変化に関
する研究 首里城周辺市街地の都市形成変遷 その 3
陸聖仁・小野尋子
日本建築学会全国大会梗概集 23 - 24   2021年09月

琉球大学移転、首里城公園開園に伴う学園都市から観光都市への変化
による周辺市街地への影響に関する研究 首里城周辺市街地の都市形成
変遷 その 4
新垣翔也・小野尋子
日本建築学会全国大会梗概集 25 - 26   2021年09月

首里城下町の戦後の市街化に伴う土地利用の変化と湧水の現状に関す
る研究 首里城及び首里城下町の歴史的風土環境の保全に向けて
向井大瑛・小野尋子
日本建築学会九州支部研究報告集 2022年３月

③第30回「子どもの権利フォーラム2022inおきなわ」
12月10日 沖縄大学にて、首里まちづくり基金に関
する分科会を開催予定

※首里まちづくり基金とは
首里杜会議６団体、石嶺・城東・大名のまちづくり協議会が
運営委員会を担い、オリオンビールなどの企業・団体・個人
からの寄付金を元にした首里地域のまちづくりを支える基金。
高校生ら地域の子どもたちが参画して使途を決める。

④首里まちづくりコンテスト開催



３-4.事業者の取り組み内容
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３-4.事業者の取り組み内容
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３-4.事業者の取り組み内容
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３-4.事業者の取り組み内容
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３-4.事業者の取り組み内容
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